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宇治群島周辺の漁業開発に関する研究

肥後伸夫・田ノ上豊隆・盛田友弐＊

ＳｔｕｄｉｅｓｏｎｔｈｅＦｉｓｈｅｒｉｅｓｉｎｔｈｅＳｅａＡroundtheUji-Islands

ＮＣＩ)ｉｏＨｌＧｏ，ＴｏｙｏｔａｋａＴＡＮｏｕＥａｎｄＴｏｍｏｋａｚｕＭｏＲIＴＡ

Ａｂｓｔｒａｃｔ

ｌｎｏｒｄｅｒｔｏｃｌａｒｉｆｙｔｈｅｓｅａsonalvariationsofseaconditions，fishinggroundsof
setnetsandfishingconditionsofgillnetsintheseaaroundtheUji-Islands，ocea‐

nographicalobservationsandfishingexperimentshavebeencarriedoｕｔｏｎｔｈｅ
ｔｒａｉｎｉｎｇｓｈｉｐｓｏｆｔｈｅＦａｃｕｌtyofFisheries，ＫａgoshimaUniv.，‘‘Shiroyama，，ａｎｄ
‘.Nansei-Maru'，duringthetermfromMarch，１％４toMarch，1968．’rheresults
obtainedareasfollows：

TherangeofwatertemperatureandsalinityinMarchlaywithinl6～17°Ｃ，34.40
～35.00％respectivelyandthevariationofwatertemperaturebetweensurfaceａｎｄ
３０ｍ．ｌａｙｅｒｌａｙｗｉｔｈｉｎｔｈｅｒａｎｇｅｏｆｌｏＣａｎｄｌｅｓｓ、

TherangeoftransparencyintheseaaroundUji-Islandswasl3～21ｍ・inspring
andl8～29ｍ・ｉｎａｕｔｕｍｎ・

ＩｔｗａｓａｓＢｕｍｅｄｔｈａｔｔｈｅｓｅｖｅｒａｌｌｏｃａtions，Biro-Bay，Kataura-Hato，Ｔｏｍｏｇａ－Ｕｒａ

ａｎｄＪ口gohiro-Uraarewellsituatedtosetａｓｅｔｎｅｔｏｒａｂｏｔｔｏｍｆｉｘｅｄｓｅｔｎｅｔ．
Ｍanykindsoffish，Pse'z6〔Z'z噸g”Ｇ２(,８８皿伽γ‘z6sBLEEKER，Leptoscαγ'zｲ,ｓｊａｐｏ郷zc‘zos

CuvIER＆VALENcIENN五s，ｇｏ拠流８t”sjzoれα”sCuvIERgtVALENcIENNEsandetc､are

capturedbyaMie-ami，triplenetinspring，ｓｕｍｍｅｒａｎｄａｕｔｕｍｎ．

緒 言

沿岸漁業振興対策の一環として離島周辺における漁業開発が進められるようになり，最近

では宇治群島周辺海域に出漁する小型漁船の数は年々 増加の傾向を示している．当海域から

草垣島周辺に至る海区は一年を通じて，多くの魚族が生息しており，古くから魚の豊庫とま
でいわれている．しかしながら今まで充分な基礎調査が行なわれていなかったため，漁場と

しての活用の程度は差程大きくない．

本学部においては195ろ年に第１回の宇治群島調査を実施しており，その際，漁業について

は金森。盛田。田ノ上・江波（1956）等によって既に報告された．その後長く調査は中断さ

れていたが，1964年から毎年継続的に漁場調査と漁獲試験を行なって来たので，今回はこれ

らの結果を取り纏めて報告する。

＊鹿児島大学水産学部漁具漁法学教室（LaboratoryofFishingGearandTechnique，
FacultyofFisheries，KagoshimaUniversity）
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調査方法

家島と向島周辺にFig.１に示すように16定点を設定して水温・塩分・酸素および透明度等

の一般海況を測定し，ビロー湾，片浦波止，１５尋浦および友ケ浦等の数個所においては電気

流速計ＣＭ－２型を用いて流速調査を行なった．なお，各定点付近で小型採泥器を用いて底

質を調査した．また，レーダーと魚群探知機を併用して水深を測定し等深線図を作製した．

漁獲試験には一本釣，曳縄釣および刺網を使用した．三重網の構造は仕立て上りの浮子方

２５，，網丈1.2伽，中網の目合９ｃｍ，外網の目合３０ｃｍ，いせ５割となっている．
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ｏｂservingstationsofseaconditions．

⑭：Stationnumber

１２９．２８'Ｅ129.25'Ｅ
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調査は1964年３月14～16日，同月28～31日，同年９月21日～10月１日，1965年５月９～１１

日の各期間を練習船しろやま（18ton）で，1966年11月２～５日には笠沙町野間池漁協所属

のかささ丸（14ton）で’1967年６月７～９日，同年10月19～22日および1968年３月18～２０

日の各期間を練習船南星丸（45ton）で実施した。

謡 査 結 果

１．海況

水温・塩分。透明度：水温。塩分。透明度の測定値はＴａｂｌｅｌに示す．同表より水温。塩

分の水平分布および垂直分布を求めるとFig.２およびFig.３に示す通りである．

島の周辺における水温・塩分の水平的な分布状態は比較的変化が少なく，家島と向島間の

海峡の南北で若干の差異が見られるにすぎない。垂直的にも表層と３０畑層では水温差は1.Ｃ

程度にとどまっている。

1964年３月では表面水温が16.Ｃ台であり，海峡の北側で15.Ｃ台のやや低温部がみられる．

表層から３０，，層までの水温の垂直勾配は極めて小さく，３０，，層においても全域が16.Ｃ台で

ある。塩分は表層から中層まで34.40～34.96銑範囲で全般的に高鹸であり，北部で多少低い

傾向がみられる．垂直的には34.70銑の等塩線が海峡の南北において，西側から東側に斜走

しており，東側がやや低鹸となっている。

1964年10月では27.Ｃ台の高温水が全域に張り出している。垂直分布図で示される如く，

27.Ｃの等温線が中層を横走しており，表層から３０肌層まで水温の低下はほとんどみられな

い．塩分は34.25～34.60銑範囲でやや低鹸水でおおわれている。表層から20,,層には５４．３０

銑の等塩線がみられる．

1965年５月では表層水温が20｡Ｃ台に達しており，水平的にはほとんど温度差がみられな

い。10,,層以深では海峡の南部で，２０肌層に20.Ｃの等温線がみられるが，海峡内やその北

部では19.Ｃ台で低い。塩分は34.40～34.79銑範囲のやや高賊水塊におおわれている。垂直

分布図でわかる如く，表層に34.60%h，３０畑層に34.70%hの等塩線がみられ，垂直的塩分濃度

差は少ない。

1967年６月では表面から10772,層は24.Ｃ台の高温水が島の周辺をおおっていて海I峡の南北

においても水温差はみられない．しかし３０７７z層付近では海I峡の北側で，２３｡Ｃおよび22°Ｃの

等温線が横走して多少水温は低下しているが，南部では２３｡Ｃと24.Ｃの等温線が現われて，

北部に較べてやや高温となっている．塩分は34.30～34.77銑範囲であり，垂直的には海峡の

北部で表層から10m‘層に34.60銑と54.50%bの等塩線がみられるが，南部では2097f,層に34.60

跡の等塩線が現われ塩分濃度はやや高い。

1967年10月では各点間の水平的な水温差は小さく，表層で25.Ｃ台である．１０m,以深では海

峡では24.Ｃ台となり，南北の差は認められない。垂直的な水温勾配は極めて小さく，1097?,層

に25.Ｃの等温線がみられるにすぎない。

塩分範囲は34.70～35.00%'の高鹸水でおおわれている。垂直分布をみると表層に34.90銑

の等塩線があり，34.80%１，の等塩線が海峡を東西に斜走して西部では３０肌層に達している．

これらの水塊は黒潮系水と判断される。

1968年ろ月では島の周辺は表層から５０ｍ層まで１６．５～１７．３｡Ｃの水温範囲にあり，水平的



1８．０

4８

1９．８

Table１．Listofwatertemperature，salinityandtransparency．

27.2

27.0

1９．８

34.7620.4

20.4

20.0

19.8

20.0

９
９
５
１
９

６
６
６
６
６

●

．
Ｏ

跳
Ｎ

Temperature（｡Ｃ） Salinity（%0） Transpa-
rency

（、.）

Ｄate

20.1
の
幻
か
衰
口
↑
滝
飼
］
声

０ｍ.｜１０ｍ.｜２０ｍ・’３０ｍ.｜５０ｍ． ０ｍ.｜１０ｍ・’２０ｍ・’３０ｍ・’５０ｍ．

寸
幻
が
豆
一
角
の
旦
○
妻
。
○

20.0

20.2

19.6

18.8

21.4

20.0

6９

乃
釣
一
％
胡
乃
舛
細
田
飯
田
泊

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

孤
剥
訓
孤
別
別
剥
訓
訓
訓
到

氾
略
記
的
闘
刈
乃
細
め
別
缶
乃

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

訓
弘
訓
馴
訓
訓
剥
訓
別
別
別
別

刃
頑
妬
岬
晶
錦
駆
妬
胡
剖
缶
闘

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

別
別
剥
訓
別
別
別
別
別
別
別
別

７
２
７
７
６
４
５
５
９
７

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

６
６
６
６
６
６
６
６
６
６

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

８
３
９
７
９
９
１
０
１
９

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

６
６
６
６
６
６
７
７
７
６

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

７
５
７
７
０
４
０
０
１
８

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

６
６
６
６
７
７
７
７
７
６

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

34.94

34.78

34.78

34.40

34.90

34.87

34.49

34.78

34.％’
34.511

妻費

１
２
３
４
５
６

16.0

16.0

16.01
16.8

16.71
16．71
16.5

16.11

'631
16.01
15.91
15.8

０
０
０
０
０
０
５
５
０
８
５
２

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

ろ
５
４
６
５
５
４
４
４
３
４
５

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

1８．８

苛
幻
Ｇ
定
山
↑
二
○
鈎
飼
弓
声

34.76

54.79

1９．４

１９．８

１９．６

１９８

７
８
９
０
１
２

１
１
１

19.3

18.8

18.0

20.6

20.2

|量:i厩|卿‘≦

1９．０

碑
田
記
剖
鍋
閲
缶
制
創
創

訓
訓
別
別
訓
訓
訓
訓
馴
馴

1９．４19.8

19.6

19.8

19.6

20.0

８
０
８
０
２
０
６
９
０

●
●
●
■
●
●
●
●
●

９
０
９
０
０
０
０
９
０

１
２
１
２
２
２
２
１
２

０
６
６
６
４
８
８
０
８
６
０

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

０
９
９
９
９
９
９
０
９
９
０

２
１
１
１
１
１
１
２
１
１
２

2０．２

34.29134.34

討撰
342,'蕊

瀧董
謂|州

謹雲

34.69網
碑
記
引
馴
伍
釦
釦
肥
釦
缶

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

副
訓
訓
馴
訓
別
別
訓
馴
訓
弘

剖
釦
副
〃
馴
釦
釦
釦
別
刷
組

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

剥
訓
弧
別
科
訓
訓
別
別
訓
訓

１
４
２
１
０
１
５
２
０
１
２
１

●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●

７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

１
１
１
０
０
１
３
２
１
０
１
１

●
●
●
●
●
●
●
●
●
Ｑ
●
●

７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２

１
１
１

26.9

27.1

34.31

34.22

18.0

20.1

1８．４

20.0

20.0

34.45 1８．４

20.0

20.2

19.6

19.6

19.8

20.0

27.2 20.2５４．５５

３４．６０

３４．２９

３４．３８

３４.16

34.33

蓋窒’
34401

20.0

26.8 20.4

21.326.9

27.0

27.0

2０．５

1９．８

１９．８ 34.65

1７．８

27.1

鹿児島大学水産学部紀要第17巻（1968）

34.56

34.54

34.60

34.42

34.60

27.1

27.0

27.0

1９．６

26.6

1９．６ 54.74

34.60

34.60

34.60

34.78

34.60

34.63

34.60

34.51

2０．４

2０．９

1９．８

200

20.2

2０．２

1９．６

20.020.4

21.4

17.8

。
〃
Ｏ
″
列
Ｉ
Ｒ
』
Ｏ
″
向
と
頁
）
升
Ｉ
○
〃

〃
Ｏ
〃
Ｏ
〃
Ｏ
〃
。
〃
Ｏ
『
ノ
〃
Ｏ
〃
６
〃
０

到
訓
剥
訓
馴
訓
別
別
別
訓
馴
剥
馴
訓
馴

1９．６

１９．６

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
５
４
５
６

１
１
１
１
１
１
１



、
○

一
坐

（
-

Ｎ
･

へ
』

←
Ｐ

一
坐

ロ
Ｉ

、
．

０
，

０
．

１
□

Ｏ
、

へ
」

い 、 ． □

い 」 ◇ の

』 Ｃ

【
、
０
１
、
．
「
、
コ
ト
。
ｉ
、
。
’
･
Ｉ
、
。
『
、
．
ｌ
、
．
｜
、
９
１
、
．
ｌ
、
コ

ー
陰

一
一

捨
搭

一
一

‐
Ｌ

一
一

砦
や

ら
由

■
｡

●
g

●
■

｡
●

､
○

，
○

Ｃ
Ｄ

←
Ｏ

､
』

へ
Ｉ

Ｃ
Ｏ

Ｏ
、

、
○

，
○

へ
○

，
○

ロ 秒 計 ①

M
a
r
c
h
l
8
，
１
９
６
８

O
c
t
o
b
e
r
１
９
，
１
９
６
７

J
1
ｍ
ｅ
９
，
１
％
７

弓 ゆ ず 行 一 ・ ○ ○ 国 註 旨 巨 の ロ ．

い い 。 □

い 、 令 口

い □ 。 □

い 『 。 □

い 『 。 □

杓 幻 。 □

い 『 。 □

い 『 ・ ロ

画 、 。 □

い 心 。 □

い 、 。 □

面 ひ 。 ロ

画 Ｃ ・ ロ

画 ひ 。 □

い 『 。 □

い □ 。 ロ

－
ユ

Ｉ
、

コ
ー

ユ
ト

コ
ー

ユ
Ｉ

、
コ

ー
ユ

｜
、

コ
ー

ユ
Ｉ

、
。

’
、

．
ｉ

、
コ

ー
ュ

ー
ユ

､
Ｏ

ロ
・

へ
」

ロ
、

Ｏ
ｐ

Ｃ
Ｏ

ｏ
、

Ｏ
ｐ

Ｏ
－

】
一

生
Ｃ

Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ

Ｐ
｡

■
申

■
■

■
由

①
●

■
④

勺

ロ
ロ

ロ
ロ

ロ
ロ

ロ
ロ

ロ
ロ

ロ
ロ

ロ
ロ

目 罵 騨 画 、 ご ｍ １

尾 の 国 ○ 判

。 唇 。 ）

← Ｕ,
』餌 ↑

四 一 。 、 一

い 、 。 一 』

幻 い

Ｚ
ｍ

ｏ
Ｆ

~
卜

一
ユ

－
坐

一
ユ

一
斗

－
坐

一
Ｌ

Ｏ
Ｔ

←
（

_
Ｎ

Ｉ
、

コ
ー

ュ
ロ

、
Ｏ

Ｏ
Ｏ

へ
』

Ｏ
、

０
－

１
‐

皇
（

_
j

、
』

ｉ
、

コ
ー

島
－

ユ
一

坐
一

坐
一

坐
一

ユ
－

ユ

０
－

１
←

（
-

Ｎ
ト

コ
ー

ュ
ロ

、
Ｏ

Ｃ
Ｏ

へ
１

０
、

０
１

今
ｏ

,
Ｉ

卜
･

一
－

ユ
－

ユ
一

生
－

畠
一

畠
一

異

Ｏ
~

１
‐

屋
（

_
)

､
Ｊ

１
、

。
一

斗
〔

．
、

Ｏ
Ｃ

Ｃ
へ

Ｊ
Ｏ

、
０

－
１

←
（

_
)

､
１

１
、

。
一

渇
瑠

Ｉ
Ｉ

ｌ
過

誤
詔

吊
君

帆 一 ・ ｍ ひ

酎 捨 。 、 個

幽 』 ・ ひ ｍ ’

幽 娼 。 』 ロ

酎 今 。 、 い

い 』 ・ 『 い

い 祭 ． 』 一

凶 ↑ 。 凶 、

幽 捨 。 』 ロ

帆 搭 。 、 暑

い ↑ 。 』 ロ

い 」 。 乱 今

酎 』 ・ の 幻

０
，
１
〔
_
Ｎ
０
，
J
０
，
J
０
，
１
０
，
４
０
，
Ｊ
（
-
Ｎ
（
J
､
Ｊ
Ｑ
、
』
０
，
Ｊ
Ｏ
､
Ｊ

竺
一

信
一

‐
吟

一
吟

一
陰

一
Ｐ

一
一

‐
埠

一
吟

一
い

●
の

④
①

●
④

●
●

●
●

●
甲

０
０

、
Ｏ

Ｃ
Ｏ

Ｏ
Ｏ

Ｃ
Ｏ

へ
』

へ
Ｊ

Ｃ
Ｏ

Ｃ
Ｏ

Ｏ
Ｏ

，
へ

Ｉ
へ

」
､

Ｃ
ｌ

、
。

０
，

Ｊ
、

Ｏ
～

』
、

０
，

０
Ｕ

､
ｌ

－
Ｌ

（
-

Ｎ
←

砦

Ｕ
,
Ｊ
Ｏ
,
』
〔
-
Ｎ
〔
-
Ｎ
（
-
Ｎ
（
-
Ｎ

､
昌

一
･

吟
Ｏ

~
１

－
吟

←

い 』
い 』

堅
い 、 。 －

画 、 一

い 、 ． ｍ

画 搭 へ

い ↑ 。 や

門 、 。 －

い 、 二

い 、 。 〔

い 、 雨

い 、 。 い

い 、 い

い 、 一

い 、 、 一

い 、 ． 』

い 、 。 ロ

ー 別 当

一 ひ 。 、

一 『 。 ロ

ー ひ 。 、

一 『 ・ ロ

ー 剖 。 ロ

一 ひ ． Ｃ

一 『 、 帆

一 利 。 い

一 ａ ｏ ｍ

－ 『 ・ ロ

ー 『 ・ 画

一 『 。 □

一 団 。 一

一 『 。 一

い 、 。 ロ ー い 』 。 ひ

豊
里

隠
瞳

豊
里

豊
里

里
豊

里
里

里
里

日 ． ｜ 古 冒 ． ｜ 呂 目 ， 呂 冒 ． ｜ 巴 冒 ．

Ｕ
,
Ｊ
〔
_
Ｎ
０
，
１
〔
-
Ｎ
（
_
Ｎ
０
，
１
０
，
Ｊ
０
，
１
０
，
』
〔
-
Ｎ
（
_
Ｎ
０
，
１
０
，
』
０
，
Ｊ
（
_
Ｎ

－
陰

←
‐

停
一

吟
一

岸
一

怪
一

二
一

‐
唇

仁
今

一
搭

一
建

一
吟

ト
ー

巳
巳

■
●

●
●

●
■

●
■

｡
●

●
●

ゆ

へ
』

.
､

Ｏ
Ｃ

Ｏ
Ｃ

Ｏ
Ｃ

Ｏ
へ

Ｊ
０

０
．

ﾍ
Ｊ

Ｏ
ａ

Ｏ
Ｏ

、
○

Ｏ
、

Ｃ
Ｏ

、
○

へ
』

ト
コ

ロ
、

○
へ

』
（

-
Ｎ

‐
際

一
坐

Ｃ
Ｏ

へ
J

Ｏ
－

１
ｐ

へ
」

、
Ｏ

ト
コ

ロ

ロ
ー

Ｐ
一

ユ
ー

ユ
Ｉ

、
。

ｉ
、

。
’

、
。

□
－

１
－

斗
、

○
○

、
Ｉ

、
．

－
斗

一
ユ

､
○

－ ９ 。 一

一 『 。 一

一 ひ 。 へ

一 。 。 、

一 ひ 。 ｍ

一 ひ 。 酎

一 ひ 。 ひ

一 ひ 。 、

一 『 ． ロ

ー 『 ． □

弓 ① ご 漂 己 の 局 斡 貢 】 尾 ① （ 。 ○ ）

帆 』 ． い 』

魁 ふ む

望 ． 目

酎 」 ◇ 』 ロ 一

帆 畢 。 か い い 砦 。 四 一

四 一 ◇ 些 璽 山 一 。 い い

準 一 窪 一 望 ． 卸

餌 』 。 帆 か

酎 今 。 、 ひ

山 砦 ・ 画 剖

凶 』 。 い い

四 ↑ ． や 帆

山 砦 。 』 い

い 』 ． 』 帆

(
_
)
、
』
〔
-
Ｎ
０
，
Ｊ
（
-
Ｎ
（
-
Ｎ
（
_
Ｎ
Ｕ
､
Ｊ
０
，
Ｊ
０
，
Ｊ
０
，
』
０
，
Ｊ
〔
_
Ｎ
Ｏ
､
』
Ｏ
､
』
（
_
Ｎ

－
‐

←
‐

吟
乍

一
吟

季
担

一
一

昌
一

屋
一

陰
ト

ー
呉

今
の

●
ﾛ

●
●

●
由

令
●

●
●

の
●

●
甲

ｉ
ｓ

田
望

２
９

器
誤

討
田

i
ﾐ

８
器

昭
旨

段
段

弓

Ｏ
,

』
←

←
－

１
１

、
コ

ト
コ

哉
８
３

(
-

Ｎ
←

‐
吟

一
陰

・
烏

・
喝

へ
』

０
，

』
Ｏ

、
Ｉ

、
。

Ｃ
Ｏ

〔
．

Ｏ
､

』
へ

Ｊ
１

、
コ

ロ
１

、
。

Ｃ
Ｏ

、
』

.
､

○

、 秒 毎 冒 卦 什 琶 （ 宝 ② ）

酎 畢 ．

皿 』 。

帆 』 。

酎 令 ｏ

酎 暑 。

０
，

』
Ｏ

､
』

０
，

１
０

，
』

０
，

Ｊ
０

，
Ｊ

Ｏ
、

４
０

，
↓

０
，
１
０
，
』

_
些

一
Ｐ

←
‐

吟
一

砦
与

搭
←

←
←

堅
塁

望
豊

里
望

望
望

望
望

望
望

望
｡

■
■

■
句

凸
｡

■
凸

｡
●

●
●

Ｏ
~

１
．

陰
．

へ
』

Ｏ
、

へ
』

←
一

一
Ｏ

、
Ｏ

、
Ｏ

、
Ｏ

、
（

_
】

､
』

Ｏ
、

Ｉ
、

。
ロ

へ
』

ロ
へ

』
Ｉ

、
．

、
Ｏ

ロ
、

○
・

一
J

・
へ

’
一

聖

帆 暑 ・ 幻 か 四 一 。 『 ｍ

酎 竺 。 や い い 」 。 、 幻

帆 一 ． 幻 。 凶 、 。 □ い

い 一 ・ ℃ ロ 酎 竺 。 Ｃ 担

酎 一 ℃ 画 酎 ↑ 。 幻 、

酎 乍 。 Ｃ い い 畢 。 幻 い

幽 今 。 、 ｍ 酎 搭 。 ｍ 一

帆 搭 ・ 幻 、 酎 些 ・ 幻 幻

帆 令 。 幻 や い ｍ ・ ロ 一

四 」 ． 、 、 帆 畢 。 、 一

帆 握 ・ 幻 砦 酎 」 ． 幻 い

ぃ 』 ． Ｃ 』 酎 搭 ・ 幻 』

帆 』 。 、 一 帆 砦

幽 峠 》 》 卵 心 杢
酎 ↑

ロ 日 ． ｜ 一 ロ 日 ． ｜ 呂 冒 ． ｜ 岩 昌 一 巴 目 ．

帆 』 ・ 乱 ひ

凶 ↑ 。 甘 『

語 離 ・ 田 」 片 ・ 鴎 田 ” 冊 爺 繁 耶 函 直 Ｓ 誌 雅 謡 説

1
、
。
}
、
。
Ｉ
、
。
ト
コ
い
ｉ
、
．
’
、
コ
ト
コ
ト
コ
ｉ
、
。
｜
、
コ
ト
。
Ｉ
、
．
Ｉ
、
．
’
、
。

Ｏ
~
Ｉ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
~
１
‐
怪
一
婆
一
一
０
－
１
０
－
１
．
屋
一
吟
Ｏ
－
Ｉ
Ｏ
－
１
０
－
１
（
刀

｡
④

①
●

ゆ
■

。
＆

甲
●

ｅ
●

由
■

ロ
ロ

ロ
、

○
・

､
Ｏ

Ｃ
Ｏ

Ｃ
Ｏ

ｐ
ｏ

、
○

・
､

Ｏ
ｐ

ｐ
ロ

ロ

I
、
。
’
、
。
ぃ
Ｉ
、
。
’
、
コ
ト
コ
ｌ
、
。
Ｉ
、
．
「
、
。
ｌ
､
Ｊ
１
、
。
’
、
．
’
、
．
’
、
。
１
、
コ

ー
吟

０
－

】
搭

一
吟

与
一

停
一

搭
一

陰
０

－
１

担
搭

０
－

１
←

ｏ
－

１
０

－
１

◆
白

●
缶

由
甲

■
■

●
勺

◆
●

■
■

④

､
○

ロ
、

Ｏ
Ｃ

Ｃ
へ

Ｊ
Ｃ

Ｏ
Ｏ

Ｏ
、

○
ロ

、
０

，
０

□
、

<
）

ロ
ロ

一 『 。 一

一 ひ 。 幻

一 か 。 Ｃ

一 か 。 Ｃ

一 『 。 一

一 利 。 一

一 か 。 幻

一 別 ． い

一 『 ・ 酎

一 ひ 。 幻

－ ９ 。 一

一 『 ・ 山

一 ひ 。 幻

一 利 。 一

一 ひ 。 幻

》 一 一 》 ｜ 》 》 一 》

》 》 一 函 一 睡 》 一 》

い 』 。 か い 』 。 甘

い 」 。 『 い 』 ・ 娼

恒 』 。 い い ↑ ・ 帆

い 」 。 い い 』 。 い

い 』 。 』 い い 。 □

い 」 。 い い 帆 。 、

杓 搭 。 』 い い 。 ｍ

い 」 。 ↑ い い 。 、

い 』 ◇ 帆 い い ‐ 』

櫓 捨 ・ 」 個 幽 。 、

画 』 。 ↑ 画 搭 ・ ロ

Ｏ
、

四 ｍ ・ ロ 、

酎 捨 。 ひ 、

帆 搭 。 Ｃ 」

皿 一 ・ ℃ い

⑬ 』 。 ｍ 型

酎 心 。 『 逗

幽 』 。 、 乱

酎 搭 。 ｍ 酎

酎 ↑ 。 幻 ロ

帆 一 ・ ｍ 甘

い 』 。 劃 捨

四 ｍ 。 ロ ー

帆 』 ・ の 当

山 ↑ 管 幻 い

い ↑ 。 Ｃ 暑

い 、 。 － ひ

酎 挙 。 や い

い 」 。 Ｃ ａ

凶 、 。 － 』

い 」 ． Ｃ ひ

似 令 。 幻 』

帆 捨 ・ 幻 の

帆 一 ． 幻 の

帆 一 ・ ｍ い

い 』 。 心 、

域
ロ

一 『 ・ ロ

ー ひ 。 幻

一 か 。 、

一 ひ 。 ひ

一 団 ・ 一

一 別 。 い

－ 『 。 ｏ

一 乱 ． ロ

一 別 。 一

一 ひ ◇ 幻

一 利 。 一

一 ９ ・ ロ

一 。 。 幻

一 ひ 。 Ｃ

一 。 。 、

←

ま
ﾄ

コ
ー

ユ
里

い い 。 今

い ↑ ． ｏ

い い 。 い

い ↑ ・ 酎

画 帆 。 か

い い ． 、

い い 。 『

掴 い ・ 幻

い 一 。 」

い 一 ． 』

い い ． い

い 帆 。 』

画 叫 。 、



5０

１２９．２８′Ｅ １２９．２８′Ｅ

Ｆｉｇ．２．Horizontaldistributionsofwatertemperaturesandsalinities．
－：lsotherm……：lsohaline

にも垂直的にも水温差は小さい．塩分範囲は34.78～35.169M,で極めて高鹸であり，水平的

にも垂直的にも濃度差は極めて小さい．

溶存酸素：測定結果はTable2に，海峡の南北部における垂直分布はFig.４に示す通りで

ある．溶存酸素量は4.4～5.ろcc/Ｌの範囲で各点相互間の差異は少ない．垂直的には表層か

ら2]、層付近までの変化はほとんどなく，３０ｍ層で若干溶存量が少ない傾向が認められる．

溶存量は各層共春・秋は飽和量に達していない．
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透明度は測定場所別の変化は小さく，大体･似た値であるが,家島の片浦波止付近が最も小さ
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流向・流速：潮流の測定結果はTable3に示す通りである．1964年３月にビロー湾におい

て測定した結果では，３Ｍ層に張潮時北向きの0.6ノットに達するかなり早い流れがあるが

落潮時には０．３ノット程度の南向きの弱い流れに変っている．1967年10月の際には1伽層で

張潮時に0.4ノットの北東向きの流れがみられ，落潮時には南向きの0.5ノットの比較的早い

流れが記録された．ビロー湾においては張潮時には常に北或いは北東流，落潮時には南流と

なることが明らかである．向島と家島間のSt､２付近では1964年３月の際に張潮時北向きの１

～1.6ノットに達する早い流れが認められ，南向きの場合には0.5ノット程度の比較的弱い流

れに変る傾向がみられた．片浦波止，Ｓｔ・ろ付近では1964年３月には張潮時に北西の0.4ノッ

ト程度の流れと南東に向う弱い流れが認められてこの付近の流れは複雑な様相を呈している

ことが察知できる．落潮時には大体南寄りの流れがみられ，このような傾向は1967年６月の

場合にも認められた．しかし1967年10月の測定では張潮時に西寄りの0.9ノットの強い流れ

が，落潮時には南西方向の0.3ノット程度の流速が認められた．向島の北西側のSt､１５付近で

は1967年６月，流速は0.3ノット以下で弱流であった．友ケ浦のSt､15付近では1967年の６月

と1968年の３月の測定で，流速は0.2～0.4ノット範囲で比較的おそく，張潮時には北東方

向落潮時には南西方向への流れが認められた．向島の南西寄りの黒島湾付近のSt､14におい

ては1968年の３月に0.4～0.5ノットの流速が記録されたが，張潮時と落潮時における流向は

判然としなかった．
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底質：鉄枠に網を取り付けた簡単な小型採泥器を作製使用した●練習船しろやまで海底を

10分間曳航して採集物を調べた．簡易採泥器であるため充分な底質調査は出来なかったが，

ビロー湾のSt,１を中心とする20～３Ｍ水深の海区は砂と藤が多く，比較的平担であることを
確認した．向島と家島の中間のＳｔ､２付近は泥土が多く，岩板の散在していることが判明し
た．家島の片浦波止の沖合は大部分が岩板でおおわれており所々 に岩が突出している．

向島の北西側のSt､１３付近は牒と砂が多く海底は比較的平担である●また南西側のＳｔ､14付
近は岩板で採泥器による採集は不可能であった。南東側のSt･15付近も岩板が多い．

水深：1964年３月の調査の際に向島周辺と海峡において,レーダーによる船位決定と音響
測深儀による水深測定を行ない，これらの結果からＦｉｇ．６に示すような等深線図を作製し
た．図中の数字は等深線の水深を示すもので，潮汐の影響による補正は行なっていない●
家島と向島間の海峡の中央部には３０ｍ程度の浅い部分があり，この両側に南北から4伽の

等深線が入り込み，その外側には50,,と60,,の等深線が40ｍ等深線とほぼ平行に走っている。
ピロー湾内は2伽程度の比較的平担な場所が広く，湾口をろ伽等深線が南北に伸びている●
家島の片浦波止沖は大部分が3伽以浅である。

向島の友ケ浦では３０ｍの等深線が海岸に沿うて，その300ｍ位沖を走っている．さらにそ

の沖合には40ｍ等深線がみられる，向島の北西側,Ｓｔ,13付近にはる伽の等深線が入り込み，
その岸側は2伽程度の比較的広い海域が存在している．
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刺網の操業結果はＴａｂｌｅ４に，釣漁具による操業結果はTable5に，操業位置はFig.７の

漁場図に示す通りである．刺網は家島南方の漁場を除くと大体水深20??z以浅で操業し，夕刻

投網して翌早朝湯網した．操業が1964年から68年までの長期に互って実施されたので，漁況

に或程度の変動がみられたため，1966年までの前半とその後に分けて漁獲状況を観察するこ

とにした。前半の三重網の漁況はTable4に示す通りで表に掲げた魚種はその主なものを

あげたものであり，漁獲総尾数は207尾，反当り漁挫尾数は4.8尾となった．魚種別ではオキ

ナヒメジ，Pse7,6曲”e?z“6ｓＳｐｊﾙz↓γ'z6SBLEEKERが最も多く，ブダイ，ＬｇがOSCαγ“ｓ

ｊ”0?zzco6sCuvIER＆VALENcIENNEs,メジナ,Ｇ”e〃cupzしれcta”ＧRAY,タカノハダイ，

Ｇｏ泌掘st伽ｓｚｏ７?,”LsCuvIERetVALENcIENNEsがこれについで多く，その他多くの種類
が漁獲されている．

1967年と1968年の三重網の漁況はTable4に示す通りで漁獲総尾数は３３０尾となり，反当

り漁獲尾数も2.4尾に減少し，前半に比較して半減している。魚種別にはオキナヒメジ，

プダイ，メジナ，タカノハダイ，ミギマキ，Ｇｏ１ｚ雄t仇↓sze67aDoDERLEIN，ニザダイ，

ＰγjO?Z“γ郷Ｓ？ﾙjCγOZeP”0"sLACEPEDEが最も多く，これらの魚種は常時島の周辺に生

息していることがわかる。その他に漁獲された魚種はクロダイ，皿”０畑acfocgphaJz心s

BAsILEwsKY，チヨウチヨウウオ,Ｃｈａｅ加伽??,ｃｏＺＺａ７ｅＢＬｏｃＨ,モンガラカワハギ，Bajjstes

co兜spic畑２６畑Ｂ,LocHetScHNEIDER，アカエイ，Ｄａｓｖａ雄αﾙαj“MuLLER＆HENLE，

ハコフグ，Ost?何αc‘jo7'z，”６８γc‘z6Z“‘z6sLINNE，イセェピ，Ｐａ?”↓Z”ｚ６ｓＪ”0知2,“６ｓ
Ｖ､SIEBoLD等である．

これらの魚種のうちオキナヒメジは周年を通じて最も多く，岸近くの浅い場所にも生息し
ている。その他の魚種も季節的変動はあまりみられないようである．

Table５Showingfishesandnumberofindividuals

caughtwithfishing-tackles．

亜……|…｜：謡｜，…｡……

唾……'遥麗燃唾‘･鯛柵鯵馴……
。…００m｣;鯨蝋鯛脇?岬

Ｔｒｏｌｌｉｎｇｇｅａｒ

l９６４

Ｍａｒｃｈｌ

〃５０

Sep，２０

１９６５

Ｍａｙ９

〃１０

６ ｏｆｆＮｉｓｈｉ－

ｄｏｍａｒ

ｏｆｆＮｉｓｈｉｔａｔｅ

ｇａｍｉ

oｆｆＨａｓａｋｉ－
Ｈａｎａ

Sｔｒａｉｔ

ｏｆｆＳｕｚｕｍｅ－
Ｉｗａ

１ Ｅ””7z7z"ｓα流7砿ｓＺ/α党o（４）

Ｅ””?”‘０６８αが'Z”'2s２/α従O（２）

Ｅ,z6t”7?,”２６ｓαが知ｆｓＺ/α秘o（８）

Ｅ”ﾙ,ぴれ?Z‘Ｚ６Ｓａ,が?Z,ＺＳツα髄o（８）

Ｓｃ?．‘ZoZaqrz6”qz6eγα”ａｔａ（３）

Ｅ”””?z,'ｚ６ｓａが?zf8シα‘fto(２）
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一本釣は向島の北方水深2007泌線で10月に実施して,ムツ，SCO??'z6γOps600psHouTTuYN，

チビキ，Ｅ”ｔｈ,７℃cZgssc肌998ﾙjRIcHARDsoN，カサゴ，Ｓｅ６ａｓｔ‘jsc'z↓８？?f,α?･畑0γCu加↓s

CuvIER，モヨウハタ，Ｅｐ伽eplzg伽ｓ畑e“c航γRIcHARDsoN等が漁獲された．曳純釣は

島の周辺で早期操業されて，３月から10月までの各季ともにスマ，Ｅ””"州ｓαが伽ｉｓ

"“toKIsHINouYEが若干漁獲された．４０年５月には雀岩南方から鮫島周辺にかけてブリ，

S”‘joZaq拠伽””αcjjataTEMMINcK＆ScHLEGEL3尾が漁獲された．同年３月の調査

の際家島南東側で業者船がブリを漁獲しているのを観察し，また５月には業者船数隻が鮫島

周辺で多数のブリを漁獲した．これらのことから家島周辺から鮫島周辺にブリ群が来遊

することは明らかである．向島西‘側においては５月にゴマサバ，Ｐ７ｚ“”αtoPhoW,Ls

tapC伽ocephajzLSBLEEKERの中型魚が漁獲された．

考察

宇治群島周辺の漁業については，南薩水試（1952)2)によって，５月から６月の間にシビ，

ZWotﾉi,岬泌ＭｓａＺ６ａｃｏ７ａＬｏｗＥ，スマ，ソーダカツオ，Ａ”ｉｓｔｈ,αzα,γ〔ZLAcEPEDE等が来

遊して多量に漁獲されることが知られている．しかし金森・盛田・田ノ上・江波（1956)')等

の調査の際にはその数が少なく不漁に終った報告がある．今回の調査では漁狸量は少なく特

にシビは全然みられず，漁獲対象としての価値は大きくないようである．

家島の北西部と向島の西側から南部においては，田ノ上（1966)3〕によると，ゴマサバが

夏季群遊して一本釣で古くから漁獲されているが，今河の調査では５月に中型魚群を認めた

だけで成魚群についての資料は得られなかった．しかし業者船が操業していた事から或程度

の群が島の周辺に生息していることは明らかである．また家島と向島間の海峡でヒラソーダ

群が浮上遊泳しているのを度々認めた．このように宇治群島周辺に来遊する浮魚群は或る程

度確認出来ても，これまで､の調査では漁業対象としてどの程度の価値があるのか未だ明らか

に出来なかった．

三重刺網による漁獲試験は従来行なわれていなかったが，今回島の周辺の比較的水深の浅

い場所で操業した結果では，羅網魚の種類が極めて多いこと，また，それらの魚類は季節的

な変動があまり起こらないことが確かめられた．魚種別にみると，オキナヒメヂが最も多く，

ブダイ，タカノハダイ等がこれに次いで多く，いずれも常時島の周辺に生息している．調査

期間の後半においては，これらの魚種は減少傾向が現われている．これら魚族の減少の原因

については多くの要因が考えられるが，調査の度にこの周辺水域で操業している漁船を見受

けたので，年間を通じて継続的操業が行なわれて来たことが推察され，乱獲による影響も一

因として考えられる．従って今後島の周辺における魚族の維持を図るためには何等かの施策

が行なわれなければならない．向島北方海域の一本釣漁場については，水深200,,線でムツ

とハチビキ等を漁獲したが現在では刺網類の操業水深も500畑位に達するようになって来た

ので，網漁場としての利用を考えねばならない．

ブリ群の来遊については量的な面は審らかでないが，ろ月頃から５月まで，島の周辺に群

が回遊して来ることは明らかである．今までは曳細釣で漁獲していたが，将来は網漁具を用

いて能率的な漁獲を図ることも当然考えられねばならない．この場合漁具としては刺網と雑

魚を含めた小型定置網が適当と思われる。
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今回の調査に基づいて，定置漁場としての検討を加えると，ほぼ次の通りである．定置網

設定の為には種々の条件が勘案されなければならないが，先ず漁具を設定するに適当な広さ

の比較的平担な場所が必要である．この条件を満たす海域は前述の結果から家島の片浦波止

付近，ピロー湾，友ケ浦付近，向島北西部等である．これらの内，片浦波止の場合は漁港と

なるため，南寄りの場所を考えざるを得ない．しかしこの付近は岩板が多く，岬から遠ざか

るに従って潮流が早くなる難点がある．ピロー湾の場合は海底が砂まじりの篠があって，水

深20～３０ｍの海域がかなり広く，漁具設定は容易と考えられる．しかし海峡の流速が早いた

め潮流についての充分な調査が必要である．友ケ浦付近の場合は水深30～40ｍで海底に岩礁

がみられるので漁具設置上難点はあるが，前面に２つの瀬が存在しており，魚族が最も豊富

に集まるものと思われるので，瀬を利用する方法を考えると好適地となる可能性がある・向

島北西側の西立神から南方に拡がる海区は底質が砂篠であり，漁具設置には困難はないが，

冬季の季節風の連吹する時期には最も条件が悪い場所となる．

定置網の対象として最も価値の高いブリ群は，群島周辺では３月に家島の東側で，５月に

鮫島付近で漁獲されている．ブリの生息水温は三谷（1960)4）によると，春ブリが15～20.Ｃ

であり，本海域でも略同様な温度範囲で漁獲されている．棲息水深は一般に５０～130畑程度

の場所が多いが，産卵期には20～３０ｍの浅いところにもみられる．等深線図から判断する

と，この周辺のブリ群は家島東側から南端を通り40～70,,の等深線沿いに向島東岸に達し，

友ケ浦沖を経て鮫島周辺に至るものと考えられる．これらの群がどの程度岸寄りに来遊する

かは明らかでないが，３月と５月の透明度は夫々1ろ～16ｍ，１８～2伽の範囲にあるので，３

月の場合には日本沿海の好漁のある時期の透明度の範囲，１１～18ｍとほとんど変らないし，

５月には女島漁場の15～22”に較べると小さく，この点では支障を生ずることは考えられな

い．ブリ以外の雑魚で定置網の対象として考えられる種類は，三重網による漁獲状況から判

断すると極めて少なく，どの程度の期待が持てるか，今のところ未知数である．

要 約

1964年３月から1968年３月までの間に７回に亘って，練習船しろやま，南星丸および野間

池漁協のかささ丸によって，宇治群島周辺の海況および漁場調査を実施し，同時に刺網と釣

漁具を用いて漁獲試験を行なった．その結果は次の通りである．

島の周辺における水温，塩分は水平的にも垂直的にも差は少い、水温は春に，6～,7°Ｃ範

囲に降下し，初夏に20～25oC範囲に上昇する．塩分は34.40～35.00ｆﾙ範囲で比較的に濃度

が高く，季別の顕著な差は認められない．

溶存酸素量は4.4～5.3ｃｃ/L範囲で，春秋共に飽和量に達していない．

透明度は春，１３～21ｍの範囲wで小さく，秋には18～29ｍ範囲で比較的大きい．

ピロー湾ｊ片浦波止の南部，友ケ浦’’5尋浦等は流速，底質および水深等の調査結果から，

小型定置或いは底建網の漁場として再検討の価値を認める〆

三重網の漁獲物の中でオキナヒメヂが最も多く，ブダイとタカノハダイがこれに次いで多

い。これらの魚族は季節的な変化は少ない．その他羅網魚の種類は極めて多い．

終りに，本研究を行なうにあたって，鹿児島県ならびに鹿児島大学援助会より研究費を支

弁していただいたのでここに記して謝意を表すると共に御協力を載いた野間池漁業協同組合
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長外職員御一同を始め山元丈二氏，山元恵三郎氏，並びに練習船南星丸の高橋船長外乗組員，

かささ丸の船長外乗組員御一同に対し深く感謝申し上げる次第である．
ロト．!，』令
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